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 連載：オンライン情報検索：先人の足跡をたどる（14）

 

日本ファームドック協議会の思い出 
 

吉田 郁夫，新倉 克明，竹内 一明＊ 

 
 Derwent 社の医薬関係特許情報サービス FARMDOC のサービスが 1963 年に開始されると，わが国の製薬各社は積極的に導入し，その

ユーザ会日本ファームドック協議会（JFA）を 1966 年に結成した。JFA では製品の品質の検討，カードや磁気テープの利用方法の研究，

価格の交渉などさまざまな活動をおこなった。オンライン検索が始まるとオンライン検索サービスの比較研究もおこなった。当初はオンラ

イン検索の提供サービスは不十分で，冊子体やカードに頼る時代が長く続いた。 
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1．Farmdoc の導入 

 Derwent 社が Farmdoc（Derwent 社の医薬関係特許情

報サービス）を発売したのが 1963 年，Ringdoc（Derwent
社の医薬関係文献情報サービス）を発売したのが 1964 年

でした1,2）。1960 年から Derwent 社の代理店であった日本

技術貿易社（NGB）の竹内氏が見本誌（最初はベルギーパ

テント誌）をつつんだ風呂敷を抱えて製薬各社を販売して

歩いたそうです。 
 サービスは Basic Abstract Journal (BAJ) と Alerting 
Bulletin (AB) およびカードからなっており，AB は各国す

べての特許について簡単な抄録，BAJ はベーシック特許に

ついてメインクレームを主体としたやや詳細な抄録が掲載

されていました。BAJ には抄録，特許の書誌事項，特許タ

イトル（Derwent 社が分かりやすいように書き足したも

の），Derwent 社の抄録番号，AB 編集用分類（B02 など），

カンパニーコード（4 文字の出願人コード，たとえば旧三

共は SANY），そして特許分類のようなマニュアル・コー

ドがあわせて記載されており，それぞれほぼ IBM カード

のサイズで A4 の冊子に 3 コマ印刷されていました（図 1）。
AB は国別と技術別の 2 種類が発行されていました。これ

に加えて検索用の IBM カードがオプションで提供されて

おり，カンパニーコード・カード（カンパニーカード），マ

ニュアルコード・カード（マニュアルカード），パンチコー

ド・カード（パンチカード）がありました。どのカードに

も BAJ の抄録などすべての情報が印刷されており，カンパ

ニーカードはカンパニーコードの数だけの枚数（共同出願

は 2 枚以上），マニュアルカードはマニュアルコードの数

だけの枚数が配布されていました。これをコード別に自分

で仕分けして手で探すようになっていました。パンチカー

ドには化学構造を分析してコード化したパンチコード（ケ

ミカルコード）と薬効のコードがパンチされており，ソー

ターを使うことによって検索することができました。ソー

ターとしてはタナック社やシャープ社のものが利用されま

した。ただしソーターを使うとカードが痛むし，またカー

ドが貯まって枚数が増えると（厚さも 1m を超えるように

なりました）作業も面倒になり，だんだん次にのべる磁気

テープも利用されるようになりました。 
 パンチカードの内容は磁気テープでも提供されていまし

た。約 10 社ほどがこのテープを導入して社内で検索に用

いていました。すでに Ringdoc のテープを導入していた会

社が多く，その検索ソフトウェアをそのまま用いることが

できました。Farmdoc のレコードは抄録番号，タイトル，

ケミカルコード，マニュアルコード，カンパニーカードな

どコードデータが主でコンパクトなため，定期的に送って

くるテープを一本に合わせて遡及検索をおこなうことがで

きました。 

2．日本ファームドック協議会の活動 

2.1 協議会の結成 
 サービスが導入され，1965 年には Derwent 社の第 1 回

東京ミーティングが開かれました（写真 1）。その後まもな

く，このサービスを受けている企業が集まり，ユーザー会

を作ろうということになり，1966 年に JFA が結成されま

した3,4）。最初の会長は塩野義製薬の金子雅英氏，副会長は

旧第一製薬の固武龍雄氏でした。結成時は東西の製薬会社

14 社が参加しました。JFA は Derwent 社資料の入荷状況

の報告やコードの研修会（Derwent 社から講師が来日の場

合もあった）などをおこないました。製薬会社の分布に従っ

て，関東と関西の支部会を作り，年に 1 回は東西の合同総

会もおこないました（写真 2）。 
 
2.2 研究活動 
 JFAでは次第にデータの品質の検討もおこなうようにな

りました。問題となった最初のテーマはカンパニーコード

です。日本特許の外国出願における出願人名は翻字であっ
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たり翻訳であったり統一されておらず，たとえば

Mitsubishi KaseiであったりMitsubishi Chemicalであっ

たりして，それぞれに異なるカンパニーコードが付与され，

別会社扱いとされていました。JFA ではこれでは不都合と

考え，1975 年にカンパニーコード改善提案委員会（関東は

旧三共吉田，関西は旧ミドリ十字庄司氏が責任者）を設置

してその実態を調査し，英訳名でなく翻字を中心にして是

正するよう 1976 年に Derwent 社に申し入れました。

Derwent 社はこの提案を参考とし，カンパニーコードを

1977 年に修正しました。 
 次の大きな問題は日本特許の収録漏れでした。日本特許

庁が公開制度を採用したのは 1971 年（昭和 46 年）でした。

それまでは日本で発行された特許は審査済みの公告特許の

みであり，これを NGB が全文英訳してロンドンの

Derwent 社に送り，これから Derwent 社が抄録とコード

を作成していました。ところが公開制度により未審査で公

開される特許数が大幅に増加し，英訳作業が間に合わなく

なりました。そこで Derwent 社は 1973 年から日本公開特

許については欧米に外国出願された特許のみ対応特許とし

て（医薬分野では約 3 割）収録することとして，それ以外

の日本の公開特許の収録を中止してしまいました。しかも

このことは公式に発表もしませんでした。JFA はこの実態

を調査し，遡って収録するよう再三申し入れましたが，受

け入れられませんでした。旧三共は自社で医薬分野の公開

特許データベースを作成していたので，これを JFA 全会員

に収録漏れのチェックをしてもらいました。そして少なく

とも，修正された公開特許データーに収録されている特許

はすべて収録するよう Derwent 社に要求しました。

Derwent 社はとりあえず Chemical Abstracts の抄録を利

用するなどし，その他の日本公開特許は抄録のみを収録し

図 1 Basic Abstract Journal (BAJ) のページ例 
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て漏れを補うこととなりました。医薬分野の日本公開特許

がすべてが一応収録されるには問題が発生してから 10 年

を要しました。吉田は 1982 年にロンドンで開かれた

Derwent 社のヨーロッパミーティングでその調査結果（日

本特許が抄録から索引されているため，検索漏れが生じる，

などの点）を発表しました。その後，日本語の明細書に基

きユーデイングする様になった。 
 JFA ではまた研究会を設置し，グループごとにテーマを

定めて，検索実験をおこなって発表もしました。ケミカル

コードの英文のマニュアルも JFA が翻訳しました。さらに

国際分類（IPC）のグラフィック化にも挑戦しました。 
 
2.3 価格問題 
 またサービスの購読価格は常に問題となりました。日本

に導入された当初は英ポンド建てであったので世界共通価

格でしたが，のちに英ポンド，米ドル，日本円の 3 通貨建

てとなり，その後の円高にもかかわらず円価格の是正がお

こなわれず，世界中同じ比率でほぼ毎年値上げがおこなわ

れました。1984 年に JFA が各通貨の注文書を入手して計

算したところ，日本価格は欧州価格の約 2 倍，米価格は欧

写真 1 Derwent 社第 1 回東京ミーティングの際の写真（Ringdoc など他サービスのユーザも
写っている。2 列右から 5 人目が JFA 初代会長塩野義製薬の金子雅英氏） 

写真 2 1988 年，20 周年の JFA 総会での会員の集合写真（賢島） 
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州価格の約 1.5 倍であることがわかりました。JFA は米国

の会員数社に手紙を書き，価格が不公正であることを訴え

ました。その結果米国の会員の一部は Derwent 社に直接ク

レームをつけてくれました。Derwent 社は日本特許からの

英文抄録作成費用が余分にかかる（現地の日本人が英訳）

から価格が高いのはやむをえない，などさまざまな理由で

反論してきました。JFA としては英文への翻訳は日本の

ユーザーは必要なく，日本語で収録してもらえば十分であ

ると反論しました。最終的に Derwent 社は若干の価格是正

をおこないました。（その後オンライン利用が中心となった

こと，また購読会社が減少したことにより，購読価格は低

減されている）。 
 
2.4 利用の工夫 
 各社は提供サービスを使いやすくするためにさまざまな

工夫をおこないました。前述のように，各特許抄録誌には

特許内容に応じて，カンパニーコードは原則 1 件，マニュ

アルコードは複数付与されており，そのコードの数だけ

BAJ の内容が印刷されたマニュアルカードが提供されて

いたのですが，パンチカードの場合は 2 枚目，3 枚目には

抄録が印刷されておらず白紙でした。これではケミカル

コードにしたがってカードを検索しても，見つかった特許

の内容がわからないことになります。そこで業者に頼んで

白紙のカードに最初のカードの内容をコピーしてもらって

いました。 
 またエーザイではケミカルコードのテープにあるタイト

ルから KWIC 索引を作成して印刷し，キーワードでの検索

が容易にできるようにしました。旧第一製薬ではタイトル

中の語の頻度表を作成して分析をおこないました。このよ

うな各社の工夫は JFA の研究会や総会で発表されていま

す。 

3．オンラインの始まり 

3.1 オンラインの導入 
 Derwent 社は 1976 年に SDC 社の ORBIT サービスを

使って全分野の特許情報を収録したデータベース World 
Patent Index (WPI) のオンライン提供を開始しました。

当時日本から海外のオンライン・サービスを利用するのは

国際電話かテレックスを使うしか方法がなく，非常に高価

になってしまうので，日本でローカルにサービスを実現し

ようということになり，当時の日本長期信用銀行と電通が

組んで設立した日本SDC社がORBITのソフトウェアを導

入して「サーチ J」サービスを 1979 年 12 月に開始しまし

た5)。これはほぼ米国のサービスと同じ内容でしたが，デー

タベースは Derwent の World Patent Index と CAS の CA 
Condensates のみでした。また検索の速度は米国版よりか

なり遅く，当時は価格が接続時間に比例していたため苦情

もありました。このサービスは国際通信回線の利用が容易

になるにつれ必要性が薄れ，1987 年には終了し，利用者は

米国の ORBIT サービスに移行しました。その間 1984 年

には ORBIT の独占が破れ WPI が DIALOG と Questel に

も登載され，さらに 1993年にはSTNにも登載されました。 
 
3.2 オンラインの問題点 
 オンラインが始まっても最初は特許の書誌事項とコード

しか出力されず，抄録は入っていませんでした。したがっ

て，結局特許内容を知るためには抄録誌やカードを見なく

てはならないということになります。旧三共などではもと

もと穴のあいていないマニュアルカードに Derwent 抄録

番号をパンチし，ケミカルコードのオンライン検索結果か

らマニュアルカードを自動的に取り出す仕組みを作成しま

した。マニュアルカードには化学構造式を含む抄録が印刷

されていたので，簡単に内容を知ることができました。 
 そのうちオンラインで抄録を見ることができるようにな

りましたが，医薬特許で重要な化学構造式は長い間表示で

きなかったので，製薬企業各社は化学構造式が印刷されて

いる抄録誌やカードを捨てることはできませんでした。よ

うやく 1994 年にオンラインで化学構造等の図が出力でき

るようになり，これでやっとカードの時代が終了したとい

うことができます。 

3.3 オンライン検索サービスの比較 
 オンラインサービスが始まってからは Derwent 社の

サービスと他のサービスとの比較調査もおこなわれるよう

になりました。特に CAS が Registry 化学構造検索サービ

スを始めてからは，Derwent データベースとの収録の比

較，抄録の比較，索引の比較，検索の比較などが頻繁にお

こなわれました。CAS との比較については，CAS のユー

ザカウンシルで発表したほか J. Chem. Inf. Comput. Sci.
に調査結果を発表しています 6)。また 1989 年に Questel
から Markush DARC が，1990 年に CAS から MARPAT
が公開され，特許のMarkush構造検索ができるようになっ

てからは，その比較調査もおこないました。 

4．ヨーロッパ・ミーティング 

 先にも述べましたが，毎年おこなわれた Derwent 社の

ヨーロッパ・ミーティングには JFA から必ず参加しまし

た。1 人分は Derwent 社から旅費がでたのですが，より多

くの会員が参加できるように，1983 年からは旅費を折半

し，残りの半額だけを会社から出してもらうことにして 2
人ずつ参加しました。また NGB は当初は参加しなかった

のですが，やはりそれはよくないということで 1984 年か

らは参加するようになりました。なおサービス導入の約 10
年経過後に，NGB から研修要員として鰐川氏と小柏氏に

英国に勉強にいってもらいました。鰐川氏は帰国後研修会

の講師をされるなど大変活躍されました。 

5．おわりに 

 Derwent 社はベルギーパテント誌のサービスに始まり，

世界主要国特許の抄録誌と検索ツールのサービスへと発展

させました。ユーザーが増えるにしたがって，日本，米国

および欧州でミーティングを開き，新製品の発表や，世界
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のユーザーの意見・要望の聴取をおこないました。一流ホ

テルでのミーティングとその終了後の会食は，ホテルの利

用体験のなかったわれわれには驚きですらありました。 
 一方ユーザーもサービスを有効に利用するためにユー

ザー会（JFA）を設立し，意見交換・研修・研究会などを

おこないました。大きな問題点として最初に上がったのは

カンパニーコードでしたが，その後もいろいろな問題点が

提起され，Derwent 社のミーティングの後でスモールミー

ティングを開き，密度の高いディスカッションをおこない

ました。さらにヨーロッパ・ミーティングへも毎年 2 名参

加するようになり，ユーザー間の意見交換もできるように

なりました。Derwent 社との交渉は容易でなく，日米欧の

価格格差を問題にしたときは，米国の会員に手紙を出した

事を企業秘密を漏らしたとして脅迫まがいの圧力をうけた

こともありました。 
 Derwent 社の商品についての評価は，抄録誌は高かった

が，検索ツール，特にケミカルコードについてはその構成

およびインデキシングのいずれも精度は高いようには思わ

れませんでした。しかし，実際の調査業務では CAS，自国

特許，WPI の検索は欠かせないものでした。そして特許技

術を実施する際には，再度その実施国で調査をおこなうよ

うにしておりました。 
 ところで日本での Derwent 社の製品購読者は多かった

ようで，同社の何かの説明会の世界地図で，日本国が中国

全土を含めたものになっていたこともありました。 

 パンチカードからオンラインへの移行時代は，出力では

化学構造式が表示されず，多難でした。現在は総てオンラ

イン検索ができ，回答も化学構造式入りの出力で，CAS，
CAS 特許，WPI のいずれも構造検索ができるようになっ

ており，その進歩には目を見張るものがあります。しかし，

データベースの価値はその中身です。その中身の品質向上

を追及し，与えられたツールを工夫して最大限活用しよう

としていた情報担当者の苦労話をさせていただきました。 
 なお，今回の思い出話しのまとめに際しては元 STN の

時実氏の多大なご協力を頂き感謝しております。また，25
年以上も昔の話で記憶も可成り曖昧になっており，何かと

ご迷惑をおかけした点もあったかと思います。何卒ぞご容

赦の程お願い申し上げます。 
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